
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒指導の定義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒指導の目的 

 

 

 

 

 

生徒指導は、児童生徒が自身を個性的存在として認め、自己に内在してい

るよさや可能性に自ら気付き、引き出し、伸ばすと同時に、社会生活で必要

となる社会的資質・能力を身に付けることを支える働き（機能）である。し

たがって、生徒指導は学校の教育目標を達成する上で重要な機能を果たすも

のであり、学習指導と並んで学校教育において重要な意義を持つものと言え

る。 

 

生徒指導の目的は、教育課程の内外を問わず、学校が提供する全ての教育

活動の中で児童生徒の人格が尊重され、個性の発見とよさや可能性の伸長を

児童生徒自らが図りながら、多様な社会的資質・能力を獲得し、自らの資質・

能力を適切に行使して自己実現を果たすべく、自己の幸福と社会の発展を児

童生徒自らが追求することを支えるところに求められる。 

 

 

 

 

 

生徒指導において発達を支えるとは、児童生徒の心理面（自信・自己肯定

感等）の発達のみならず、学習面（興味・関心・学習意欲等）、社会面（人間

関係・集団適応等）、進路面（進路意識・将来展望等）、健康面（生活習慣・

メンタルヘルス等）の発達を含む包括的なものである。 

また、生徒指導の目的を達成するためには、児童生徒一人一人が自己指導

能力を身に付けることが重要である。児童生徒が、深い自己理解に基づき、

「何をしたいのか」、「何をするべきか」、主体的に問題や課題を発見し、自

己の目標を選択・設定して、この目標の達成のため、自発的、自律的かつ他

者の主体性を尊重しながら、自らの行動を決断し、実行する力、すなわち、

「自己指導能力」を獲得することが目指される。 

児童生徒は、学校生活における多様な他者との関わり合いや学び合いの経

験を通して、学ぶこと、生きること、働くことなどの価値や課題を見いだし

ていく。その過程において、自らの生き方や人生の目標が徐々に明確になる。

学校から学校への移行、学校から社会の移行においても、主体的な選択・決

定を促す自己指導能力が重要である。 

 

 

 

生徒指導の定義 

生徒指導とは、児童生徒が、社会の中で自分らしく生きることができる存

在へと、自発的・主体的に成長や発達する過程を支える教育活動のことで

ある。なお、生徒指導上の課題に対応するために、必要に応じて指導や援

助を行う。 

生徒指導の目的 

生徒指導は、児童生徒一人一人の個性の発見とよさや可能性の伸長と社会

的資質・能力の発達を支えると同時に、自己の幸福追求と社会に受け入れ

られる自己実現を支えることを目的とする。 

 

７ 生徒指導・教育相談 

(1) 生徒指導の実践上の視点 

 

Ⅳ 学校教育の内容と

基本的な考え方 



 

 

 

 

 

生徒指導の実践上の

視点 

１ 自己存在感の感受 

児童生徒の教育活動の大半は、集団一斉型か小集団型で展開される。そ

のため、集団に個が埋没してしまう危険性がある。そうならないようにす

るには、学校生活のあらゆる場面で、「自分も一人の人間として大切にさ

れている」という自己存在感を、児童生徒が実感することが大切である。

また、ありのままの自分を肯定的に捉える自己肯定感や、他者のために役

立った、認められたという自己有用感を育むことも極めて重要である。 

 

２ 共感的な人間関係の育成 

学級経営・ホームルーム経営の焦点は、教職員と児童生徒、児童生徒同

士の選択できない出会いから始まる生活集団を、どのようにして認め合い・

励まし合い・支え合える学習集団に変えていくのかということに置かれる。

失敗を恐れない、間違いやできないことを笑わない、むしろ、なぜそう思

ったのか、どうすればできるようになるのかを皆で考える支持的で創造的

な学級・ホームルームづくりが生徒指導の土台となる。そのためには、自

他の個性を尊重し、相手の立場に立って考え、行動できる相互扶助的で共

感的な人間関係をいかに早期に創りあげるかが重要となる。 

 

３ 自己決定の場の提供  

児童生徒が自己指導能力を獲得するには、授業場面で自らの意見を述べ

る、観察・実験・調べ学習等を通じて自己の仮説を検証してレポートする

など、自ら考え、選択し、決定する、あるいは発表する、制作するなどの体

験が何より重要である。児童生徒の自己決定の場を広げていくために、学

習指導要領が示す主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を進

めていくことが求められる。 

 

４ 安全・安心な風土の醸成 

児童生徒一人一人が、個性的な存在として尊重され、学級・ホームルー

ムで安全かつ安心して教育を受けられるように配慮する必要がある。他者

の人格や人権をおとしめる言動、いじめ、暴力行為等は、決して許される

ものではない。お互いの個性や多様性を認め合い、安心して授業や学校生

活が送れるような風土を、教職員の支援の下で、児童生徒自らがつくり上

げるようにすることが大切である。そのためには、教職員による児童生徒

への配慮に欠けた言動、暴言や体罰等が許されないことは言うまでもない。 

《参考資料》 

□「生徒指導提要」（文部科学省 令和４年12月） 

 


